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「エスパスネットのリンク自動作成マクロ」 

ユーザーズ・マニュアル（Ver. 1.21） 

ワードマクロ研究所 新田順也 

 

できること 

 

ワード文書中に記載した特許文献番号から、エスパスネットの各ページへのリンクを自動で作成しま

す。 

 

EP1234567 

↓ （マクロの実行） 

★EP1234567★ 

  書誌事項  詳細な説明  請求の範囲  モザイク  原文献  ステータス  ファミリー 

 

 

 

ダイアログボックスを起動すると、番号の入力例を見ながら番号を入力できます。「書誌事項」ボタン

をクリックすると、対応する書誌事項ページが開きます。 

 

 

 

 

http://v3.espacenet.com/publicationDetails/biblio?CC=EP&NR=1234567
http://v3.espacenet.com/publicationDetails/description?CC=EP&NR=1234567
http://v3.espacenet.com/publicationDetails/claims?CC=EP&NR=1234567
http://v3.espacenet.com/publicationDetails/mosaics?CC=EP&NR=1234567
http://v3.espacenet.com/publicationDetails/originalDocument?CC=EP&NR=1234567
http://v3.espacenet.com/publicationDetails/inpadoc?CC=EP&NR=1234567
http://v3.espacenet.com/inpadoc?CC=EP&NR=1234567
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１．インストール方法とアンインストール方法 

マクロテンプレートファイル(mwm_espacenet.dot）を、Wordのスタートアップフォルダに保存する

ことで、このアドインのインストールが完了します。古いバージョンからのアップグレードの場合、古い

バージョンのテンプレートファイル（同じ名称です）を削除してください。 

 

①Wordを終了します。 

 

②同封の「スタートアップフォルダを開く.vbs」をダブルクリックします。 

 

図 1 スタートアップフォルダを開く.vbs 

 

③スタートアップフォルダが開きます。なお、パソコンの性能によっては、スタートアップフォルダ

が開くまでにしばらく時間がかかることがありますので、ご注意ください。 

 

 

図 2 スタートアップフォルダ（Windows 7の場合） 

 

④このスタートアップフォルダ（図 2）に、マクロテンプレートを保存します。 

（※アンインストールする場合には、このスタートアップフォルダからマクロテンプレートを削除します。） 

 

⑤Word 起動後に、ツールバー（または、[アドイン] タブ）に、以下のボタンが表示されれば、イン

ストール成功です。 

 

図 3 ツールバーのボタン表示 

 

もし、表示されていない場合には、以下の手順で表示させます。 

マクロをインストール 

されていない方の場合 

このフォルダは空です。 
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キーボードで、以下の３つのキーを一つずつ押します。同時に押さないでください。 

 

[Alt]、[T]、[ I ] 
 

すると、「テンプレートとアドイン」ダイアログボックスが表示されます（図 4）。「アドインとして仕

様できるテンプレート」欄にて、「エスパスネットのリンク自動作成マクロ」のテンプレートである

「mwm_espacenet.dot」のチェックボックスをオンにします。 

 

※：アドインを他にも利用されている方は、「アドインとして使用できるテンプレート」欄にいくつかのアドインが表示さ

れています。 

 

 
図 4 「テンプレートとアドイン」ダイアログボックスでの設定 

 

次回以降、Wordを起動すると、自動的に「エスパスネットのリンク自動作成マクロ」のアドインがオ

ンになります。 

 



4 

 

３．使い方 

 

（１）文書中の特許文献番号にリンクを作成します。 

文書中に、行頭に記載された特許文献番号を探し、その文献番号にリンクを作成します。 

複数の特許文献に対して実行できます。 

 

 

図 5 リンク作成 

 

EP1234567 

↓ （実行） 

★EP1234567★ 

  書誌事項  詳細な説明  請求の範囲  モザイク  原文献  ステータス  ファミリー 

 

 

注：本ソフトウェアは、表示されている文書中の特許番号と思われるもの全てに対して、リンクの作

成処理をします。ご注意ください。一括でリンクを作成される場合には、新規文書に特許文献番号の

一覧を書いてリンクの作成をすることをおすすめします。 

 

 

（２）「エスパスネット」ダイアログボックスで入力した特許文献番号の書誌事項ページを開きます。 

 

 

図 6 書誌事項ページを開く 

http://v3.espacenet.com/publicationDetails/biblio?CC=EP&NR=1234567
http://v3.espacenet.com/publicationDetails/description?CC=EP&NR=1234567
http://v3.espacenet.com/publicationDetails/claims?CC=EP&NR=1234567
http://v3.espacenet.com/publicationDetails/mosaics?CC=EP&NR=1234567
http://v3.espacenet.com/publicationDetails/originalDocument?CC=EP&NR=1234567
http://v3.espacenet.com/publicationDetails/inpadoc?CC=EP&NR=1234567
http://v3.espacenet.com/inpadoc?CC=EP&NR=1234567
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詳しい使い方は、オンラインマニュアルをご覧下さい。 

 

オンラインマニュアルは、「エスパスネット」のマクロを起動して、「関連サイト」タブの「このソフ

トウェアの使い方」ボタンをクリックするとウェブブラウザでご覧いただけます。 

 

 

図 7 「関連サイト」タブの表示 

 

 

 

 

http://ameblo.jp/gidgeerock/entry-10548118094.html
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４．その他の関連情報 

 

▼ワードマクロ勉強会のお知らせ（2回コース） 

「Word を翻訳マシンにチューニングする」をコンセプトに、Word マクロのプログラミングを学ぶセ

ミナーを開催しております。ゼロからプログラムを作るのではなく、完成品をどのように改造するの

か？自分好みに作りかえるのか？を学びます。市販の Word 本に書かれていないおいしいヒント満載＋

仲間作りに最適な勉強会です。ご興味のある方はご連絡ください。優先的にご案内いたします（毎回、

すぐに定員に達してしまいます）。 

 

▼作者の関連サイト 

・ぱらぱら オフィシャルサイト    http://www.para2translation.com/ 

 一括置換翻訳の支援ソフト「ぱらぱら」の使い方の解説、ユーザー登録などができます。 

 

・ワードマクロ研究所   http://www.wordvbalab.com/ 

  ワードマクロを用いた仕事のデザイン方法を提案しています。プログラミングの勉強会も随時開催

しております。 

 

・みんなのワードマクロ ブログ http://ameblo.jp/gidgeerock/ 

ワードマクロに関する情報（マクロテンプレート、プログラムのコードと解説、書籍紹介、ウェブサ

イト紹介など）を公開しています。 

 

・右クリックで Google！     http://www.word2websearch.net/ 

 Word 用のアドインです。Word 文書から右クリックで Google のオプション検索ができます。ユー

ザー登録もできます。是非ご利用下さい。 

 

 

▼メルマガ 

【みんなのワードマクロ】メルマガ http://www.mag2.com/m/0001007563.html 

マクロテンプレートの更新情報や上記ブログの内容を月に１回発信します。 

 

 

▼作者連絡先 

新田順也 ご連絡は、こちらのフォームよりお願いします。 

 

 

▼著作権について 

「エスパスネットのリンク自動作成マクロ」のユーザーズ・マニュアルおよびソフトウェアの著作権

は、作者である新田順也が所有しています。 

 

ソフトウェアの無断配布、無断転売を禁止いたします。 

 

 

▼更新履歴 

Ver. 1.00 2010年 6月  公開 

Ver. 1.10 2011年 12月 1日 Word 2007のバグ修正、番号入力欄追加 

Ver. 1.20 2012年 3月 20日 番号入力欄への番号自動入力時の処理改善 

Ver. 1.21 2012年 7月 8日  リンク自動作成機能のバグ修正 

http://www.para2translation.com/
http://www.wordvbalab.com/
http://ameblo.jp/gidgeerock/
http://www.word2websearch.net/
http://www.mag2.com/m/0001007563.html
http://www.wordvbalab.com/123622183912356215121243112379.html

